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▶p.6話題の広告事例

産
経
新
聞
社
が
発
行
す
る
フ
リ
ー

マ
ガ
ジ
ン
『
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ー
ナ
』

は
、
東
京
メ
ト
ロ
駅
構
内
の
専
用
ラ

ッ
ク
で
毎
月
20
万
部
を
配
布
し
て
い

ま
す
。
２
０
０
３
年
の
創
刊
時
か
ら

都
心
で
働
く
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

発
行
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
増
加
す

る
訪
日
外
国
人
観
光
客
に
向
け
て
東

京
の
魅
力
を
発
信
す
る
べ
く
、
中
華

圏
最
大
の
祝
祭
日
に
当
た
る
春
節
を

迎
え
た
15
年
２
月
に
臨
時
増
刊
号
と

し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
版
の
配
布
を
実

施
し
ま
し
た
。

外
国
語
の
み
の
掲
載
は
初
の
試
み

で
、
多
く
の
国
の
方
に

読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
英
語
、
中
文
・
簡
体

字
、
中
文
・
繁
体
字
の

３
言
語
表
記
で
発
行
し

ま
し
た
。
内
容
は
銀
座

や
新
宿
な
ど
の
人
気
エ

リ
ア
情
報
と
、
百
貨
店

の
タ
イ
ア
ッ
プ
を
中
心

に
、
手
に
取
っ
た
外
国
人
観
光
客
が

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ガ
イ
ド
と
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
構
成
し
て
い
ま
す
。

駅
構
内
専
用
ラ
ッ
ク
の
ほ
か
、
空
港

や
ホ
テ
ル
、
観
光
案
内
所
、
日
本
政

府
観
光
局
の
海
外
事
務
所
な
ど
に
ご

協
力
い
た
だ
き
10
万
部
を
配
布
し
ま

し
た
。

発
行
後
は
外
国
人
旅
行
者
の
増
加

と
と
も
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
の
強

化
に
取
り
組
む
流
通
業
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
広
告
主
や
関
係
者
か
ら

高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
の
７
月
に

２
号
目
、
国
慶
節
に
あ
わ
せ
た
10
月

に
３
号
目
を
発
行
し
ま
し
た
。
１
号

目
で
は
百
貨
店
を
中
心
と
し
た
流
通

業
が
中
心
で
し
た
が
、
製
薬
会
社
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
、
さ
ら
に

は
神
社
な
ど
広
告
主
の
業
種
も
多
様

化
し
、
ま
だ
ま
だ
広
が
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
次
号
は
16

年
２
月
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
営
業
局
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ー
ナ
副
編

集
長
・
伊
藤
洋
典
）

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
海
外
か
ら
日
本
へ

関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
15
年
の
外
国
人
旅
行
者
数
も
過
去
最
高
を
更
新
す
る

な
ど
、
外
国
人
へ
の
情
報
提
供
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
号
で
は
、
訪
日
客

向
け
、
国
際
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ
た
訴
求
、
世
界
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
発

信
―
―
の
切
り
口
か
ら
新
聞
社
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
（
執
筆
者
名
、
敬
称
略
）
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山
陽
新
聞
社
で
は
、「
瀬
戸
内
国

際
芸
術
祭
２
０
１
３
」
の
開
催
を
記

念
し
て
「
瀬
戸
内
島
時
間
」
を
発
行

し
ま
し
た
。「
瀬
戸
内
島
時
間
」と
は
、

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
舞
台
と
な
っ

て
い
る
瀬
戸
内
海
の
島
々
の
歴
史
な

ど
を
コ
ラ
ム
形
式
で
紹
介
す
る
日
本

語
と
英
語
の
新
聞
の
こ
と
で
す
。

10
年
に
開
催
さ
れ
た
１
回
目
の
芸

術
祭
に
参
加
し
た
人
か
ら
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
う
と
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と

が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
問
題
点
は
、

の
よ
う
な
前
回
の
芸
術
祭
で
聞
こ
え

て
き
た
声
を
解
決
で
き
る
よ
う
な
も

の
を
発
行
す
る
│
│
こ
と
で
す
。
そ

こ
で
、
各
島
の
歴
史
な
ど
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
に
は
載
っ
て
い
な
い
よ
う
な
内

容
を
、
待
ち
時
間
で
も
読
め
る
よ
う

な
短
い
コ
ラ
ム
形
式
で
掲
載
し
、
さ

ら
に
英
字
新
聞
も
作
る
こ
と
に
よ
り
、

多
く
の
人
の
目
に
留
ま
る
貴
重
な
新

聞
に
な
る
は
ず
だ
と
考
え
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
瀬
戸
内
島
時
間
の
日
本

語
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
朝
刊
の
見
開
き
で

掲
載
し
、そ
の
後
、表
裏
に
刷
り
増
し

た
も
の
と
、翻
訳
し
た
英
字
新
聞
を

①
船
や
バ
ス
の
待
ち
時
間
が
多
く
手

持
ち
無
沙
汰
に
な
る
、
②
い
く
つ
か

あ
る
芸
術
祭
関
連
の
本
は
似
た
よ
う

な
情
報
が
多
く
面
白
み
に
欠
け
る
、

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
芸
術

祭
の
特
徴
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
海

外
か
ら
の
来
場
者
が
多
か
っ
た
と
い

う
こ
と
。
そ
し
て
、
山
陽
新
聞
社
が

芸
術
祭
に
お
い
て
で
き
る
こ
と
は
、

①
取
材
力
を
生
か
し
、
地
元
の
新
聞

社
だ
か
ら
こ
そ
知
っ
て
い
る
情
報
や

コ
ン
テ
ン
ツ
を
発
信
す
る
、
②
上
記

合
計
20
万
部
各
島
の
会
場
や
案
内
所

な
ど
に
設
置
。
広
告
主
は
海
外
進
出

し
て
い
る
企
業
や
企
画
に
賛
同
い
た

だ
い
た
企
業
で
し
た
が
、
両
言
語
共

通
の
広
告
主
に
な
る
た
め
、英
語
バ

ー
ジ
ョ
ン
の
広
告
も
制
作
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
社
名
の
み
の
広
告
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、日
本
人
だ
け
で
な

く
海
外
の
人
に
も
読
ん
で
も
ら
え
る

新
聞
を
発
行
で
き
た
こ
と
で
、地
方
紙

で
も
海
外
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
方
法
が
あ
る
こ
と
を
実
感
で
き
、

可
能
性
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
営
業
局
広
告
本
部
広
告
部
・
尾
崎

敦
志
）

「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
２
０
１
３
」開
催
記
念

「
瀬
戸
内
島
時
間
」企
画

『
名
古
屋
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
＆
グ
ル
メ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

中
日
新
聞
社
は
２
０
１
５
年
11
月
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
中
部
（
名
古
屋
市
）
と
共
同

で
、
外
国
人
観
光
客
向
け
の

フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
『
名
古
屋

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
＆
グ
ル
メ

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』（
Ａ
４
サ

イ
ズ
・
32
ペ
ー
ジ
）
を
発
行

古
屋
市
内
の
主
要
百
貨
店
、
飲
食
店
、

ホ
テ
ル
な
ど
で
無
料
配
布
し
て
い
る

ほ
か
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
海
外
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク（
中
国
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
の
現
地
法
人
）に
も

設
置
い
た
だ
い
て
エ
リ
ア
情
報
を
発

信
し
、滞
在
中
だ
け
で
な
く
旅
行
先
を

決
定
す
る
際
に
名
古
屋
を
選
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
な
仕
組
み
と
し
ま
し
た
。

空
港
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、名

駅
・
栄
・
大
須
と
、比
較
的
コ
ン
パ
ク

ト
な
エ
リ
ア
に
買
い
物
や
グ
ル
メ
ス

ポ
ッ
ト
が
そ
ろ
う
の
が
こ
の
エ
リ
ア
の

魅
力
。
そ
れ
以
外
に
も
、
自
然
や
文
化
、

歴
史
な
ど
豊
富
な
観
光
資
源
を
記
事

で
紹
介
し
、
中
部
北
陸
９
県
の

官
民
一
体
と
な
っ
た
観
光
客

誘
致
事
業
「
昇
龍
道
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
発
信
へ
と
つ
な
げ
ま

し
た
。
ま
た
、
タ
イ
ア
ッ
プ
ペ

ー
ジ
で
は
、訪
日
客
誘
致
を
狙

し
ま
し
た
。
中
国
を
は
じ
め
急
増
す

る
ア
ジ
ア
か
ら
の
旅
行
者
を
対
象
に
、

英
語
と
中
国

語（
簡
体
字
）

の
２
か
国
語

で
制
作
。
各

１
万
５
千
部

を
、
エ
リ
ア

の
玄
関
口
と

な
る
中
部
国

際
空
港
セ
ン

ト
レ
ア
や
名

う
百
貨
店
や
家
電
量
販
店
の
特
徴
を

取
材
し
見
開
き
で
紹
介
し
た
ほ
か
、

航
空
会
社
や
老
舗
飲
食
店
な
ど
に
広

告
協
賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策
の

推
進
（
外
国
人
観
光
客
の
呼
び
込

み
）
に
は
、
そ
の
エ
リ
ア
の
魅
力
と

世
界
の
ニ
ー
ズ
を
結
び
付
け
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
今
回
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
へ
の
反
響
を
参
考
に
、
地
元

新
聞
社
の
持
つ
コ
ン
テ
ン
ツ
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
訪
日
客
誘
致

施
策
で
広
告
主
の
課
題
解
決
と
地
域

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
広
告
局
広
告
一
部
・
大
前
憲
司
）

の
も
と
実
施
し
た
い
、
会
議
を
機
に

被
災
市
民
で
あ
る
仙
台
市
民
が
「
支

援
へ
の
感
謝
」
や
「
笑
顔
を
取
り
戻

し
力
強
く
前
を
向
い
て
歩
ん
で
い
る

姿
」
を
伝
え
た
い
と
い

う
思
い
を
仙
台
市
と
協

議
し
企
画
を
立
案
。
国

内
外
か
ら
訪
れ
る
多
数

の
ゲ
ス
ト
を
「
高
い
防

災
意
識
」
と
「
お
も
て

な
し
の
心
」
を
持
っ
て

お
迎
え
し
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
学
ん
だ
防
災
の
経
験
と
教

訓
を
自
分
た
ち
の
言
葉
で
世
界
に
発

信
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
ま
し

た
。一

般
市

民
や
仙
台

で
活
躍
す

る
著
名
人

ら
か
ら
コ

メ
ン
ト
を

集
め
、
朝

刊
紙
面
に

仙
台
市
で
２
０
１
５
年
３
月
14
日

か
ら
５
日
間
開
催
さ
れ
た
第
３
回
国

連
防
災
世
界
会
議
を
応
援
す
る
市
民

参
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
業
の
賛
同

て
シ
リ
ー
ズ
掲
載
し
た
ほ
か
、
専
用

Ｈ
Ｐ
の
映
像
や
仙
台
駅
前
屋
外
ビ
ジ

ョ
ン
用
映
像
を
英
語
字
幕
入
り
で
制

作
・
放
映
。
会
議
初
日
の
朝
刊
で
は
、

会
議
に
外
国
人
の
方
が
多
数
参
加
す

る
た
め
、
あ
え
て
全
英
語
バ
ー
ジ
ョ

ン
の
紙
面
を
掲
出
し
ま
し
た
。
同
時

に
、
３
月

14
〜
18
日

の
会
期
中

に
仙
台
駅

２
階
直
結

ペ
デ
ス
ト

リ
ア
ン
デ

ッ
キ
に
も

英
語
表
記
を
含
め
た
巨
大
な
ウ
エ
ル

カ
ム
ボ
ー
ド
を
掲
示
。
仙
台
駅
に
降

り
立
っ
た
外
国
人
ら
が
熱
心
に
読
み

込
ん
で
い
ま
し
た
。

当
初
の
参
加
者
予
想
は
延
べ
４
万

人
の
見
込
み
で
し
た
が
、
諸
外
国
か

ら
の
参
加
者
も
含
め
、
予
想
を
上
回

る
延
べ
15
万
人
以
上
が
参
加
。
仙
台

市
や
協
賛
企
業
か
ら
は
、
防
災
と
い

う
固
い
テ
ー
マ
な
が
ら
、
市
民
の
参

加
と
国
際
色
豊
か
な
企
画
展
開
に
よ

り
、
会
議
や
協
賛
の
意
義
・
目
的
を

浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
営
業
局
営
業
部
・
石
畑
雄
啓
）

中日新聞社山陽新聞社 河北新報社

西
日
本
新
聞
社
は
ア
ジ
ア
の
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
で
あ
る
福
岡
に
本
社
を
置

き
、
長
年
、
韓
国
で
の
情
報
発
信
や

交
流
事
業
を
通
じ
て
、
韓
国
人
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
関
す
る
知
見
を
得
て
き

ま
し
た
。
福
岡
に
来
る
韓
国
人
旅
行

客
は
年
々
増
加
し
、
２
０
１
４
年
に

は
56
万
人
を
突
破
し
て
い
ま
す
。

13
年
６
月
、
観
光
客
の
福
岡
の
街

の
回
遊
性
と
地
図
や
交
通
情
報
、
ク

ー
ポ
ン
な
ど
に
よ
る
利
便
性
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
に
、韓
国
人
向
け
旅

た
。
形
状
は
持
ち
運
び
や
す
い

Ａ
５
サ
イ
ズ
で
40
ペ
ー
ジ
の
冊

子
型
。
広
告
は
、
純
広
と
写
真
の
位

置
や
枚
数
、
説
明
の
た
め
の
文
字
数

な
ど
が
決
ま
っ
て
い
る
定
型
広
告
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
広
告
主
は
、

行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク『Good 

M
orning Fukuoka!

』

を
発
行
し
ま
し
た
。
港
や

空
港
、
高
速
船
内
（
福
岡

－

釜
山
）、
観
光
案
内
所
、

福
岡
市
内
の
ホ
テ
ル
約
50

か
所
に
設
置
し
、
年
１
回
、

３
万
部
を
無
料
配
布
し
て

い
ま
す
。
韓
国
の
旅
行
会
社
２
社
か

ら
同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
福
岡
行
き
の

旅
行
者
に
配
り
た
い
と
い
う
要
請
が

あ
り
、
現
地
で
も
配
布
を
始
め
ま
し

福
岡
市
や
福
岡
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、

商
業
施
設
、
飲
食
店
、
菓
子
店
、
ゴ

ル
フ
場
な
ど
で
す
。
飲
食
店
に
よ
る

と
「
韓
国
人
向
け
に
翻
訳
し
た
メ
ニ

ュ
ー
を
作
っ
て
い
た
が
、
今
ま
で
使

う
こ
と
が
な
か
っ
た
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
広
告
を
掲
載
し
て
か
ら
韓
国
人

旅
行
客
が
来
る
よ
う
に
な
り
、
メ
ニ

ュ
ー
を
使
う
機
会
が
増
え
た
」
と
反

応
も
上
々
で
す
。
引
き
続
き
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
設
置
場
所
を
広
げ
、
定
期

的
に
在
庫
管
理
を
行
い
、
韓
国
人
旅

行
客
と
の
接
点
を
増
や
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。（
新
媒
体
開
発
室

兼
経
営
企
画
局
・
田
崎
行
範
）

西日本新聞社

『G
ood M

orning Fukuoka!
』

お
も
て
な
し
防
災
人
企
画

2015年7月発行号

中
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国
際
空
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セ
ン
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線
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着
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広
島
か
ら
、
世
界
を
巻
き
込
む
平

和
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
し
た
い
。

そ
の
思
い
か
ら
中
国
新
聞
社
で
は
２

０
１
４
年
７
月
に
、
被
爆
70
年
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「T

H
E 70th PEA

CE 
A
CT
 H
IRO
SH
IM
A

」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

14
年
７
月
30
日
、
世
界
的
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
で
平
和
活
動
を
行
っ
て
い
る

オ
ノ
・
ヨ
ー
コ
さ
ん
が
広
島
に
来
ら

れ
た
際
に
、広
島
大
学
の
学
生
や
高

校
生
と
実
行
委
員
会
を
結
成
し
「
平

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
随
時
、
紙
面
で
紹

介
し
ま
し
た
。

１
９
４
５
年
８
月
６
日
に
広
島
へ

原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
て
以
降
も
、

世
界
中
の
人
々
が
平
和
を
望
ん
で
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
紛
争
や
内
戦

は
絶
え
ま
せ
ん
し
、
核
実
験
を
行
う

国
が
あ
る
な
ど
課
題
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
輪
を
世
界
中
に
広
げ
て
い

く
た
め
に
、
２
０
１
５
年
２
月
17
日

付
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
に

広
告
を
掲
載
し
ま
し
た
。

「
平
和
を
目
指
す
。今
年
、

広
島
は
被
爆
70
年
を
迎
え
ま
す
。
あ

な
た
に
と
っ
て
平
和
と
は
何
か
、
広

島
に
想
い
を
届
け
て
く
だ
さ
い
。
み

ん
な
の
声
を
世
界
平
和
の
力
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
英
文
の
コ

ピ
ー
を
原
稿
に
し
ま
し
た
。

ま
た
15
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
に
開
か
れ
た
「
広
島
と
世
界
を
結

ぶ
平
和
の
花
の
祭
典
『
ひ
ろ
し
ま
フ

ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』」
で
は
、

「
ピ
ー
ス
・
ア
ク
ト
・
ヒ
ロ
シ
マ
音

楽
祭
」
を
主
催
し
ま
し
た
。
加
藤
登

紀
子
さ
ん
の
呼
び
か
け
で
、
音
楽
を

通
じ
て
平
和
で
あ
る
こ
と
の
喜
び
を

伝
え
る
と
い
う
趣
旨
に
賛
同
し
た
９

和
を
想
う
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

広
島
市
長
の
松
井
一
實
氏
、
被
爆
者

の
方
な
ど
が
参
加
し
、
オ
ノ
さ
ん
を

交
え
て
、
未
来
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

「
平
和
と
は
何
か
」「
ど
う
す
れ
ば

平
和
な
世
界
に
な
る
か
」
な
ど
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
、
同
年
８
月
６
日
付
朝
刊
か

ら
、
オ
ノ
さ
ん
の
呼
び
か
け
で
平
和

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
募
集
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
呼
び
か
け
の

輪
を
広
げ
る
た
め
、
広
島

東
洋
カ
ー
プ
の
選
手
な
ど

組
24
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
平
和
記

念
公
園
内
の
ス
テ
ー
ジ
か
ら
歌
声
を

届
け
、
出
演
者
と
会
場
の
皆
さ
ん
が

一
緒
に
な
っ
て
平
和
の
大
切
さ
を
分

か
ち
合
い
ま
し
た
。

平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
こ
の
音
楽
祭

の
会
場
は
も
ち
ろ
ん
、
広
島
東
洋
カ

ー
プ
の
試
合
が
あ
る
時
の
マ
ツ
ダ
ス

タ
ジ
ア
ム
や
８
月
６
日
の
原
爆
の
日

の
平
和
記
念
公
園
内
に
ブ
ー
ス
を
設

置
し
、
随
時
募
集
し
ま
し
た
。

被
爆
70
年
と
い
う
節
目
の
年
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
趣
旨
に
賛
同
し

て
い
た
だ
い
た
広
告
主
、
団
体
は
58

に
上
り
、核
兵
器
の
な
い
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
未
来
、
平
和
を
願
う
一

人
ひ
と
り
の
声
を
、
大
き
な
力

に
変
え
る
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

世
界
60
か
国
・
地
域
か
ら
集

ま
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
松
井

市
長
か
ら
の
１
万
５
７
３
３
通

目
の
平
和
の
願
い
と
と
も
に
、

広
島
市
を
通
じ
て
、
平
和
首
長

会
議
加
盟
都
市
（
世
界
１
６
１

か
国
・
地
域
６
８
５
７
都
市
：

15
年
10
月
１
日
現
在
）
に
届
け

ま
し
た
。
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

協
賛
金
の
一
部
は
公
益
財
団
法

人
ヒ
ロ
シ
マ
平
和
創
造
基
金
に

寄
託
し
ま
し
た
。（
広
告
局
広

告
営
業
部
・
松
下
寿
樹
）

中国新聞社

読
売
新
聞
社
は
２
０
１
４
年
度
か

ら
、
日
本
が
世
界
に
誇
る
ポ
ッ
プ
カ

ル
チ
ャ
ー
作
品
を
海
外
に
発
信
し
て

い
く
「SU

G
O
I JA

PA
N

」
企
画

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
当
企
画
は
、

「
マ
ン
ガ
」「
ア
ニ
メ
」「
ラ
ノ
ベ
」「
エ

ン
タ
メ
小
説
」
の
４
ジ
ャ
ン
ル
を
対

象
と
し
て
フ
ァ
ン
が
「
世
界
中
の

人
々
に
も
紹
介
し
た
い
！
世
界
で
も

大
ヒ
ッ
ト
す
る
に
違
い
な
い
！
」
と

支
持
す
る
作
品
を
選
ぶ
国
民
投
票
と
、

投
票
結
果
の
海
外
へ
の
発
信
と
の
二

つ
の
活
動
を
軸
に
し
て
い
ま
す
。

初
回
と
な
っ
た
14
年
度
の「SU

G-
O
I JA

PA
N
 A
w
ard2015

」
の
国

民
投
票
は
約
８
万
票
を
集
め
ま
し
た
。

日
に
は
、
読
売
新
聞
朝
刊
で
人
気
マ

ン
ガ
「
ワ
ン
パ
ン
マ
ン
」
の
作
者
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
特
集
と
と
も
に
国
民
投

票
の
開
始
を
告
知
、
夕
刊
で
は
セ
ン

タ
ー
二
連
版
両
面
を
使
っ
て
選
定
作

品
リ
ス
ト
を
大
々
的
に
掲
載
し
ま
し

た
。
ま
た
、
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

ま
た
、
海
外
へ
の
発
信
に
つ
い
て
は
、

広
報
活
動
の
結
果
、
北
南
米
、
欧
州
、

ア
ジ
ア
の
各
国
の
フ
ァ
ン

サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
投
票

結
果
等
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
ほ
か
、
カ
ン
ヌ
国
際
映

画
祭
「JA

PA
N
 D
A
Y
 

PRO
JECT

」（
15
年
５
月

13
〜
24
日
）
に
て
展
示
を

行
い
ま
し
た
。

２
回
目
と
な
る
本
年
度

の
「SU

G
O
I JA

PA
N
 

A
w
ard2016

」
は
、
15

年
11
月
16
日
か
ら
16
年
１

月
３
日
ま
で
国
民
投
票
を

行
い
ま
し
た
。
投
票
開
始

商
業
施
設
「
渋
谷
モ
デ
ィ
」
の
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
を
使
っ
た
展
示
、
同
施
設

内
の
「H

M
V
&
B
O
O
K
S T

O
-

K
Y
O

」
で
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
の
設

置
の
ほ
か
、
年
末
の
「
コ
ミ
ッ
ク
マ

ー
ケ
ッ
ト
89
（
通
称
コ
ミ
ケ
）」

で
選
定
作
品
リ
ス
ト
掲
載
紙
面

の
増
し
刷
り
を
配
布
し
ま
し
た
。

海
外
へ
の
発
信
に
つ
い
て
は
、

日
本
の
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
の
配

信
サ
イ
ト
大
手
「C

runchy-
roll

」、
日
本
の
オ
タ
ク
文
化
を

世
界
に
発
信
す
る
サ
イ
ト
と
し

て
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
１
８
０

０
万
以
上
の
「
い
い
ね
！
」
を

集
め
る
「T

okyo O
taku 

M
ode

」
な
ど
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

「SU
GO
I JA
PA
N
 A
w
ard 

2016

」
は
16
年
３
月
22
日
に
発

表
予
定
で
す
。「
日
本
の
ス
ゴ

イ
！
を
、
世
界
の
ス
ゴ
イ
！

へ
。」
と
い
う
理
念
の
下
、
国

民
投
票
期
間
中
の
国
内
の
盛
り

上
げ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
投

票
結
果
の
海
外
へ
の
発
信
に
つ

い
て
も
、
15
年
度
に
も
増
し
て

認
知
を
広
め
ら
れ
る
よ
う
各
種

施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。（
東

京
本
社
広
告
局
ビ
ジ
ネ
ス
開
発

部
企
画
第
一
課
・
杉
崎
雄
介
）

「SU
G
O
I JA
PA
N
 A
w
ard2016

」

読売新聞社

紙面上から、2014年8月6日付中国新聞、15年2月17日付ニューヨーク・タイ
ムズ、15年10月29日付中国新聞

2
0
1
5
年
11
月
16
日
付
朝
刊

2015年11月16日付夕刊
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＝
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デ
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＝
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ォ
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＝
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＝
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グ
ラ
フ
ィ
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2

4

ドキュメンタリームービー
『長崎新聞配達員「日々の軌跡」』

特設サイト
http://nagasaki-theway.com

1 蜷川実花×道後温泉 道後アート2015（秋）特集［協賛16社］
掲載紙＝愛媛　掲載日＝2015／10／9　スペース／色＝二連版全30段、全15段×2／

カラー

制作＝カンカク　Ph＝アセムスタジオ

蜷川実花さんをメーンアーティストに迎えて、2015 年 5月から道後地区を
中心に様々な作品を展示したアートフェスティバルの告知広告です。全作
品が出そろい、道後温泉本館全体が蜷川作品に彩られる大規模展示が披露
された10月に、ビジュアルを中心にした広告を展開しました。本紙での掲
載により県内に広く周知したうえ、3万部増し刷りした特集ページを交通要
所などでも配布し、集客増につながりました。

3 The Way長崎新聞配達ルートデータMAP化プロジェクト［福砂屋、松竹、明治、三菱重工印刷紙工機械、
新日本製薬、ビッグモーター、オフィスオーガスタ、日本ロレアル、アキレス、ポディウム、ネクスト］

掲載紙＝長崎　掲載日＝2015／9／3　スペース／色＝別刷り12ページ／カラー　企画＝長崎新聞社、電通、DECマネージメントオ

フィス　制作＝DECマネージメントオフィス　扱い＝電通

Pro＝野呂裕樹、桑原一義、赤司満男　CD＝秋山裕太　AD＝鈴木貴洋　C＝後藤亮平　D＝高橋雅人、安田翔　Ph＝永川優樹

新聞の原点である「配達＝人が人に直接届ける」という毎日の営みを最先端技術でビジュアル化し、新聞社の役割と
地域への関わりを見つめ直した企画です。配達員2285人の配達ルートをGPSで計測した地図や新聞社と読者の関係
をテーマとした記事、配達風景の写真グラフなどを載せた特集紙面を発行。配達ルートの広がりを時間軸に沿って再
生できる特設サイトと配達の風景を追いかけたドキュメンタリームービーも公開しました。様々な方法で表現された
「新聞の価値」はネットニュースや雑誌などにも取り上げられ、国内外からSNSを通じて多くの反響を呼びました。

2 雑誌とは、時代の景色だと思う。［光文社、マガジンハウス］
掲載紙＝朝日、読売　掲載日＝2015／10／5　スペース／色＝二連版全30段など／カ

ラー、モノクロ　企画・制作・扱い＝電通

CD＝柚川祐一　C＝中澤俊吉　AD＝佐藤俊一　Pro＝伊藤恵

終戦直後の焼け野原で創業以来、「街へ出よう」と読者の背中を押すような
元気な雑誌を作り続けてきた光文社、マガジンハウスが2015年10月、70周
年を迎えました。雑誌の表紙で作られた街並みに、未来に向けた両社のス
ローガンが併記された広告は、企業広告にとどまらず、雑誌をもっと盛り上
げていこうとのメッセージが込められ、読者だけでなく取次会社や書店か
らも好評を得ました。

4 おおいたまほろばかるた
2015［連合44社］

掲載紙＝大分合同　掲載日＝2015／

8／13　スペース／色＝二連版全30

段／カラー

Pro＝小林滋　AD・I＝帆足文

2015 年夏に展開された大分県の
デスティネーションキャンペー
ンを記念し、「おんせん県おおい
た」の多様な魅力を再認識して、
観光客に向けた県民総参加の
「おもてなしイベント」を盛り上
げることを意図しました。幅広
い世代が共有する古くからの遊
び「かるた」46枚の各札に企業名
を載せ、県内各地の名所や名産
を手書きのイラストとテンポの
良い読み句で表現しています。
家族や友人同士のコミュニケー
ションツールとなるようお盆期
間の 8月13日に掲載。秋には実
際にかるたを作成し、一般に販
売したほか、教材として活用し
てもらうよう県内すべての小学
校に寄贈しました。
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7 国際学部開設告知［近畿大学］
掲載紙＝朝日大阪、毎日大阪、読売大阪、

日経大阪、産経大阪　掲載日＝2015／10／

15　スペース／色＝全15段・全5段×5

パターン、／カラー、モノクロ　企画・扱い

＝電通関西支社　制作＝電通クリエーテ

ィブX、大阪宣伝研究所、すばらしい日々

Pro＝久安淳、星原卓史　CD＝日下慶太   

AD＝松長大輔、瀧上陽一、井上信也、野

村恭平、瀬野尾佳美　C＝見市沖、松下康

祐、大槻祐里、石本藍子、倉光真以　D＝

北村義浩、木村亮、林元気　Ph＝日下慶

太、圓尾享宏、大瀧卓也、増田広大

2016 年春の国際学部新設の広告を、
地元・大阪での新聞協会の新聞大会
開催という特別なタイミングを捉え
て、5紙に展開しました。インパクト
ある原稿はクリエーター5チームがそ
れぞれ1紙を担当し、広告主のチェッ
クなしで自由に制作するという未だ
かつてないスタイルを取り入れまし
た。同じ日に他紙に展開された広告
も紹介し、新聞紙上はもちろん、ネッ
ト上でも話題になりました。

5 ミンナガ カワレバ「ヤサイ」モ カワル !!［全国農業協同組合連合会］
掲載紙＝朝日、日本農業　掲載日＝2015／8／31　スペース／色＝二連版全30段／カラー　企画・扱

い＝朝日広告社　制作＝エージー

Pro＝村上羊子　CD＝大山嘉治　AD＝伊藤義之　C＝全農広報部　D＝渡辺博和　Ph＝小泉な

みこ　レタッチ＝竹内彰

多種多様で豊かな野菜の恵みを読者に再認識してもらうため、各地の自慢の野菜で色鮮やか
な日本地図を作成して、「野菜の日（8月31日）」を知らせました。「新聞を開き、宇宙の中の色
鮮やかな野菜にハッとして、眼が止まった」という声や、保育園の先生から「子ども達に野菜
の産地を教える資料として使いたい」との連絡が寄せられるなど、企画意図が伝わりました。

6 愛媛新聞　肝炎啓発キャンペーン企画［連合27社］
掲載紙＝愛媛　掲載日＝2015／7／2～10／28　スペース／色＝全15段など／カラー　企画＝愛媛新

聞社営業局営業開発部　制作＝カンカク

2012年の厚生労働省の統計で肝がんによる75歳未満の死亡率が全国でワースト1だった
愛媛県。発がんの主な原因の「肝炎」について正しい知識を持ち、検査することの大切さ
を発信した企画です。ウイルス性肝炎の症状、早期発見につながる検査、最新の治療法な
どをシリーズで掲載したほか、無料相談などの取り組みを紹介しました。多数の読者が実
際に無料検査を受け、市民公開講座に参加して理解を深めました。

8 江崎グリコ、グリコ乳業合併告知［江崎グリコ］
掲載紙＝朝日、毎日、読売、日経、産経、北海道、河北、中日、中国、西日本　掲載日＝2015／10／1　スペース／色＝二連版全30

段／カラー　企画・制作＝電通　扱い＝電通、大広

CD＝古川裕也　AD＝正親篤　C＝細川美和子　D＝小鯛太郎　Pro＝小川愛世

江崎グリコとグリコ乳業の合併をステークホルダーに知らせるとともに、「“おいしさと健康”という企業理念を掲げ、社会
に貢献し、世の中を笑顔にする。」という経営哲学を広く伝えました。「ゴールではなく、スタートだ。」の言葉通り、合併を
新たなスタートとして、さらなる新しい価値と笑顔を生み出す活動に取り組むことを宣言しています。読者がSNSに広告
の写真を載せて話題が広がり、「元気をもらった」「グリコいいね」などのコメントが集まるなど多くの共感を得ました。

9 アルビレックス新潟×NGT48　新潟日報サンクスデー企画［アルビレックス新潟など協賛9社］
掲載紙＝新潟　掲載日＝2015／9／12～25　スペース／色＝全15段×2ページ×4回／カラー　企画＝新潟日報社　制作＝

フレーム　扱い＝電通、電通東日本

Pro＝加賀崇　CD・AD＝石川竜太　C＝落合達男　D＝長谷川歩　Ph＝頓所直

地元プロサッカーチーム・アルビレックス新潟の試合を盛り上げるべく、活動開始前で注目されていたNGT48と
のコラボレーション紙面を企画しました。「最年少」「キャプテン」などのテーマでアルビレックス選手とNGT48メ
ンバーが新潟への思いを語った全15段広告2ページを4回にわたって朝刊に掲載し、読者が新潟の良さを再認識
する機会となりました。試合当日の9月26日には同企画をまとめた別刷り特集8ページを会場で配布し、セレモニ
ーに登場したNGT48にサポーターから大きな声援が送られるなど、会場が一体となった瞬間を作り出しました。

57

69

8

日経大阪

産経大阪

朝日大阪

毎日大阪

読売大阪

全5段（朝日大阪）
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「
山
形
の
こ
と
は
山
形
新
聞
で
」
と

い
う
信
頼
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
安
住
す
る
こ
と
な
く
、
県
民
、

読
者
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
る
た
め

の
努
力
を
常
に
続
け
て
い
ま
す
。

創
刊
１
４
０
周
年
に
当
た
っ
て
、

記
念
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
制
作
し
、
15

年
10
月
１
日
か
ら
紙
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。山
形
の「
Ｙ
」を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
、
青
色
と
金
色
の
２
本
の
曲

線
で
構
成
。
山
形
県
の
「
母
な
る
川
」

と
し
て
悠
久
の
時
を
刻
ん
で
き
た
最

山
形
新
聞
は
２
０
１
６
年
、
創
刊

１
４
０
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

創
刊
さ
れ
た
１
８
７
６
（
明
治
９
）

年
、
山
形
、
置
賜
、
鶴
岡
の
３
県
が

統
合
さ
れ
現
在
の
山
形
県
の
姿
と
な

り
ま
し
た
。「
地
域
社
会
と
の
密
着
」

「
社
会
正
義
の
貫
徹
」「
言
論
即
実

践
」「
利
益
の
地
域
還
元
」
の
四
つ

を
社
是
に
掲
げ
た
山
形
新
聞
社
は
、

県
民
と
と
も
に
歩
み
、
郷
土
の
発
展

を
支
え
て
き
ま
し
た
。
県
内
一
円
に

張
り
巡
ら
し
た
取
材
網
に
よ
り
、

上
川
、こ
れ
か
ら
も
県
民
と
と
も
に
歩

ん
で
い
く
新
聞
社
の
誇
り
と
願
い
な

ど
を
図
案
化
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

年
明
け
早
々
か
ら
、「
山
」
を
テ
ー

マ
に
据
え
た
記
念
の
紙
面
特
集
が
ス

タ
ー
ト
し
た
ほ
か
、
記
念
事
業
も
こ

れ
か
ら
続
々
と
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

山
形
県
は
そ
の
名
の
通
り
、
三
方

を
山
に
囲
ま
れ
た
県
で
す
。
歴
史
や

風
土
の
異
な
る
四
つ
の
地
域
が
あ
り
、

真
ん
中
を
貫
く
最
上
川
が
県
土
の
一

体
感
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
美
し

い
自
然
景
観
、
地
域

ご
と
の
個
性
が
豊
か

な
食
文
化
、
全
市
町

村
に
湧
出
す
る
温
泉
、

「
お
も
て
な
し
」
の

心
に
あ
ふ
れ
た
県
民

性
が
、
訪
れ
る
人
々

を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

観
光
立
県
に
向
け
た

機
運
の
高
ま
り
と
歩

調
を
合
わ
せ
て
、
弊

社
も
県
や
観
光
関
係

団
体
、
業
界
と
連
携

し
、
本
紙
や
別
刷
り
の
観
光
情
報
紙

「
山
形
百
彩
」
な
ど
で
情
報
発
信
に

尽
力
し
て
い
ま
す
。

県
や
関
係
団
体
・
業
界
と
連
携
し

た
事
業
展
開
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

広
告
局
所
管
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
「
や

ま
が
た
環
境
展
」「
や
ま
が
た
健
康

フ
ェ
ア
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
環
境
、

健
康
・
福
祉
と
い
っ
た
、
県
民
共
通

の
課
題
を
大
き
な
テ
ー
マ
に
据
え
、

特
集
紙
面
と
併
せ
て
展
示
会
や
講
演

会
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
展

開
し
ま
す
。
幅
広
い
企
業
・
団
体
の

参
加
を
得
て
、
県
民
へ
の
啓
発
に
効

果
を
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、「
県

民
と
と
も
に
歩
み
、
県
民
に
愛
さ
れ

て
き
た
」
本
紙
な
ら
で
は
の
強
み
が

発
揮
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

読
者
や
広
告
主
が
参
加
し
て
の
企

画
展
開
も
、
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

山
形
県
出
身
の
絵
本
作
家
・
荒
井
良

二
さ
ん
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た

「
東
北
未
来
絵
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

や
「
ホ
ソ
ミ
チ
く
ん
と
五
・
七
・
Ｇ

Ｏ
！
」
と
い
っ
た
一
連
の
企
画
、
県

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
表
情
を
捉

え
た
「
支
え
る
力
」、
プ
ロ
サ
ッ
カ

ー
・
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
を
応
援
す

る
ラ
ッ
ピ
ン
グ
紙
面
な
ど
は
、
多
く

の
人
々
か
ら
共
感
を
得
ま
し
た
。

文
化
振
興
な
ど
の
地
域
貢
献
活
動

に
も
、
一
貫
し
て
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
最
上
川
沿
い
に
世
界
一
の
桜
並

木
を
つ
く
ろ
う
―
―
を
合
言
葉
に
し

た
「
最
上
川
さ
く
ら
回
廊
」
は
、
昨

年
で
20
年
に
な
る
息
の
長
い
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
す
。
山
形
新
聞
は
こ
れ
か

ら
も
、
県
民
と
と
も
に
、
山
形
県
の

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
尽
く
し
て

い
き
ま
す
。

地
域
に
寄
り
添
い
、歩
み
１
４
０
年

示
し
続
け
た
い
飛
躍
の
道
筋

どうもっす、山形新聞社でした

発行部数：朝刊19万7116部（2015年11月ABC調べ） ●
所在地：山形市旅篭町2-5-12　山形メディアタワー ●
本支社：東京・大阪・仙台の各支社、県内12総支社･支社 ●

基礎
データ

2007 年にグランドオープンした山形メディ
アタワー。緑を基調とした外観、明るく機能
的な室内空間が特徴

やまがた健康フェア

モンテディオ山形のホーム開幕戦に合わせたラッピング紙面
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ちょっくら、ええですか、静岡新聞社です

し
ま
す
。
県
の
大
型
展
示
施
設
「
グ

ラ
ン
シ
ッ
プ
」（
静
岡
市
駿
河
区
）

を
メ
ー
ン
会
場
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
マ
ル
シ
ェ

な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
ま

し
た
。
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
の
力
で
静
岡
の
街
を
元
気

に
！
」
で
、
静
岡
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

タ
ウ
ン
化
を
目
指
す
街
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
市
内
の
百
貨
店
や
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
９
施
設
と

静
岡
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
、
静
岡
新

聞
社
・
静
岡
放
送
が
実
行
委
員
会
を

静
岡
新
聞
は
１
９
４
１
年
12
月
１

日
に
創
刊
し
、
２
０
１
６
年
に
75
周

年
を
迎
え
ま
す
。
最
大
の
特
徴
は
新

聞
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
３
媒
体
が

連
携
し
て
、
静
岡
県
民
に
身
近
で
役

立
つ
最
新
情
報
を
発
信
し
て
い
る
こ

と
で
す
。

こ
の
３
媒
体
に
加
え
、
ウ
ェ
ブ
を

含
む
４
媒
体
が
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
み
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果
の
高
か
っ
た

最
近
の
活
動
事
例
と
し
て
、
15
年
９

月
に
主
催
し
た
「
静
岡
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
（
静
コ
レ
）
２
０
１
５
」
を
紹
介

組
織
。
14
年
４
月
に
静
岡
ま
つ
り
の

関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
公
道
で
開
催

し
た
第
１
回
静
コ
レ
を
大
幅
に
ス
ケ

ー
ル
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

静
コ
レ
当
日
の
前
後
２
週
間
を

「
静
岡
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ー
ク
」

と
し
、
新
聞
紙
面
で
参
加
９
施
設
の

シ
リ
ー
ズ
広
告
を
連
載
。
ウ
ィ
ー
ク

全
体
の
イ
ベ
ン
ト
告
知
や
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
告
知

と
併
せ
、
各
施
設
の
販
促
担
当
者
ら

が
次
々
に
登
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
と
と
も
に
秋
の
企
画
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
店
舗

情
報
を
発
信

し
ま
し
た
。

当
地
で
は

過
去
に
例
の

な
い
規
模
と

な
っ
た
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
で
は
、

モ
デ
ル
で
ダ

ン
サ
ー
の
森

理
世
さ
ん

（
07
年
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ
ー
ス
世
界
大

会
優
勝
）
が
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
を
務
め
、

Ｍ
Ｃ
の
タ
レ
ン
ト
Ｊ
Ｏ
Ｙ
さ
ん
、ゲ
ス

ト
の
歌
手
Ｍ
ａ
ｙ
 J.
さ
ん
ら
と
と

も
に
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
し
た
。
南
明
奈
さ
ん
、藤
田
ニ
コ
ル

さ
ん
、
秋
元
梢
さ
ん
ら
の
人
気
モ
デ

ル
だ
け
で
な
く
、専
門
学
校
生
ら
も
モ

デ
ル
で
登
場
し
た
ほ
か
、
舞
台
裏
で

の
着
替
え
サ
ポ
ー
ト
や
運
営
補
助
の

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
も
全
面
協
力
。
デ

ザ
イ
ナ
ー
や
ク
リ
エ
ー
タ
ー
、シ
ョ
ー

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
卵
た
ち
に
と
っ

て
格
好
の
刺
激
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

当
日
の
模
様
は
ウ
ェ
ブ
で
ラ
イ
ブ

配
信
し
た
の
を
は
じ
め
後
日
、
各
施

設
に
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
で
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

ム
ー
ビ
ー
を
期
間
限
定
で
ス
ト
リ
ー

ミ
ン
グ
配
信
し
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で

の
報
道
、
３
日
後
の
特
集
記
事
掲
載

な
ど
を
含
め
、
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト

だ
け
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
な
工
夫
も

し
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性
向
け
情
報

紙
『
ア
ス
テ
ン
』（
月
刊
）
で
も
出

演
モ
デ
ル
大
石
参
月
さ
ん
（
浜
松
市

出
身
）
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
紹
介
、

Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
で
動
画
も
配
信

し
ま
し
た
。

静
岡
新
聞
社
・
静
岡
放
送
グ
ル
ー

プ
が
こ
の
よ
う
な
規
模
の
ガ
ー
ル
ズ

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
の
は
初
め
て

で
し
た
。
不
慣
れ
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
の
運
営
を
手
掛
け
る
の
に
大

変
苦
労
し
ま
し
た
が
、
近
年
と
み
に

チ
ラ
シ
広
告
が
中
心
の
大
型
流
通
施

設
と
コ
ラ
ボ
し
た
事
業
は
意
義
深
く
、

16
年
以
降
も
継
続
開
催
し
た
い
と
の

声
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
メ
ジ
ャ
ー
ブ
ラ
ン
ド
で

は
な
く
、リ
ア
ル
ク
ロ
ー
ズ
な
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
を
中
心
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
は
、

神
戸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
神
コ
レ
）
や

東
京
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
Ｔ

Ｇ
Ｃ
）
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
、静
コ
レ
も
こ
れ
ら
に
肩
を
並
べ

ら
れ
る
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
４
媒
体
が

足
並
み
を
そ
ろ
え
て
取
り
組
む
中
で
、

私
た
ち
営
業
局
も
地
元
密
着
の
セ
ー

ル
ス
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

４
媒
体
が
力
を
結
集
し
初
の
ガ
ー
ル
ズ
イ
ベ
ン
ト

地
元
密
着
の
セ
ー
ル
ス
で
街
づ
く
り
に
貢
献
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所在地：静岡市駿河区登呂3-1-1 ●
総局・支社：東部総局（沼津市）、浜松総局（浜松市）、東京・名古屋・大阪の各支社 ●
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静岡新聞社・静岡放送の本社

人気モデルが次々に登場し、盛り上がった静コレファ
ッションショー

紙面展開した静コレのシリーズ広告

京
都
新
聞
は
、
源
流
の
「
京
都
商

事
迅は

や

報ぶ
れ

」
か
ら
数
え
、
今
年
で
創
刊

１
３
７
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
歴
史
の
中
で
合
併
や
社
名
変
更
な

ど
様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
10
年
で
も
変
革
を
し
て
い
ま
す
。

10
年
前
の
06
年
4
月
、
京
都
新
聞
社

は
「
読
者
第
一
主
義
」
の
も
と
経
営

基
盤
の
一
層
の
強
化
を
目
指
し
て
グ

ル
ー
プ
経
営
に
移
行
、
販
売
、
広
告
、

事
業
の
営
業

部
門
と
総
務
、

経
理
な
ど
の

管
理
部
門
は

京
都
新
聞
Ｃ

Ｏ
Ｍ
に
、
印

刷
部
門
は
京

都
新
聞
印
刷

に
分
社
し
ま

し
た
。
同
時

期
に
京
都
府

久
御
山
町
に

印
刷
工
場
を

新
設
し
、
本

社
印
刷
工
場

と
の
２
拠
点

印
刷
体
制
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
２
年

前
に
は
、
そ

れ
ま
で
の
京
都
新
聞
社
を
京
都
新
聞

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
に
社
名
変
更
し
、

編
集
機
能
を
中
心
に
新
聞
紙
面
制
作

を
行
う
新
た
な
京
都
新
聞
社
を
設
立

し
ま
し
た
。
15
年
12
月
か
ら
は
、
本

社
屋
に
あ
っ
た
印
刷
工
場
を
閉
鎖
、

増
築
し
た
久
御
山
工
場
に
印
刷
機
能

を
一
元
化
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

前
述
の
よ
う
な
変
革
を
し
、
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
体
制
に
移
行
、
関
連

会
社
10
社
が
傘
下
に
入
り
、
各
社
独

自
の
収
益
確
保
と
と
も
に
関
連
会
社

間
で
連
携
し
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
発

展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

１
月
の
京
都
は
文
化
的
伝
統
的
な

行
事
も
多
く
行
わ
れ
ま
す
が
、
京
都

新
聞
は
大
き
な
ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
皇
后
盃

全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
競
走

大
会
」
で
す
。
今
年
で
34
回
を
数
え
、

初
春
の
風
物
詩
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

１
９
８
３
年
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
女
子
マ
ラ
ソ
ン
が
正
式

種
目
に
採
用
さ
れ
る
前
年
に
、
日
本

女
子
陸
上
競
技
の
中
・

長
距
離
ラ
ン
ナ
ー
の
育

成
強
化
を
め
ざ
し
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

第
28
回
大
会
を
機
に
優

勝
チ
ー
ム
へ
皇
后
盃
を

下
賜
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
大

会
に
出
場
し
た
選
手
の

多
く
は
世
界
の
舞
台
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
京
都
新
聞
Ｃ
Ｏ
Ｍ

事
業
局
が
中
心
と
な
っ
て
日
本
陸
上

競
技
連
盟
、
京
都
陸
上
競
技
協
会
と

開
催
に
関
わ
る
全
般
を
運
営
し
て
い

ま
す
が
、
グ
ル
ー
プ
各
社
や
社
内
で

も
協
力
し
て
い
ま
す
。

営
業
局
で
は
、
各
都
道
府
県
の

方
々
に
注
目
し
て
い
た
だ
け
る
ス
ポ

ー
ツ
事
業
と
し
て
本
社
、
東
京
、
大

阪
の
各
営
業
部
で
企
業
や
団
体
に
事

業
協
力
や
特
集
紙
面
へ
の
広
告
出
稿

を
提
案
し
て
い
ま
す
。
時
に
は
事
業

局
と
一
緒
に
営
業
活
動
を
し
、
長
年

協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
や

新
た
な
企
業
に
賛
同
い
た
だ
き
な
が

ら
、
事
業
を
継
続
す
る
ベ
ー
ス
づ
く

り
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
京
都
新
聞
社
は
取
材
報
道

を
行
い
、
京
都
新
聞
印
刷
は
報
道
紙

面
や
特
集
を
印
刷
。
京
都
新
聞
Ｃ
Ｏ

Ｍ
販
売
局
は
現
地
で
の
新
聞
販
売
や

現
地
号
外
発
行
、
配
布
な
ど
を
、
総

合
管
理
局
は
関
連
す
る
社
内
業
務
を

担
い
ま
す
。
他
の
関
連
会
社
も
各
都

道
府
県
選
手
の
宿
舎
や
競
技
場
へ
の

バ
ス
の
手
配
な
ど
を
行
い
ま
す
。

社
会
や
会
社
が
変
革
す
る
中
で
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
事
業
や
企
画

を
継
承
し
進
め
る
も
の
、
新
た
に
作

り
出
す
も
の
、
場
合
に
よ
っ
て
は
見

直
し
作
り
直
す
も
の
。
そ
し
て
19
年

に
迎
え
る
創
刊
１
４
０
年
に
向
け
て

の
取
り
組
み
な
ど
、
京
都
新
聞
グ
ル

ー
プ
は
関
連
会
社
間
、
社
内
の
各
局

間
で
協
力
し
な
が
ら
読
者
、
協
賛
社
、

広
告
主
、
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

方
々
、
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
事
業
、
紙
面

展
開
を
し
て
い
き
ま
す
。

新
春
の
風
物
詩　

全
社
一
丸
で

全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝

おこしやす、京都新聞です

発行部数：朝刊46万4475部、夕刊20万9110部（2015年11月ABC調べ） ●
所在地：京都市中京区烏丸通夷川上ル ●
京都新聞社：本社、滋賀本社、東京支社、大阪支社、南部支社、京都府内および滋賀県内に総局、支局、通信部 ●
京都新聞COM：営業局（本社営業部、東京営業部、大阪営業部）、販売局、事業局、総合管理局 ●

基礎
データ

京都のメーンストリートのひとつ、
烏丸通りに面した京都新聞社本社屋

2
0
1
5
年
11
月
17
日
付
朝
刊
掲
載
「
皇
后
盃
　
第
34
回
全
国
女
子
駅
伝
」

開
催
あ
と
2
か
月
特
集



14新聞広告報　2016年1月1日発行　763号15 新聞広告報　2016年1月1日発行　763号

A D - C A T C H
進まぬクルマとスピード増す情報拡散
インドネシアのデジタル業界に飛

び込んで 1年。仕事柄という訳では

なく、活字メディアを目にする機会が

減りました。『新聞広告報』のコラム

には何とも書きづらいですが、職場や

カフェで新聞や雑誌、本を読むインド

ネシア人の姿はあまり見かけません。

彼らが頼る情報ソースはテレビ、そ

して携帯電話。世界第 4位の人口に、

1万を超える島々からなる広い国土。

物流インフラに難を抱えるこの国で

は電波の力が大きく、中でもスマー

トフォンの普及は SNS中毒とも言

うべきシェア文化を築き上げました。

私の顔を見るなり、やぶから棒に

「おー、昨日の寿司うまかった？」

「日本のと比べちゃダメだよ！」と

たたみ掛けてくる職場の同僚 A。当

人に言った言わないなんて関係ナシ。

誰かと行動を共にすればたちまち情

報がシェアされ、知らないはずの誰か

が知る不思議。いや不条理。お喋り

が大好きなインドネシア人と SNS

は最強の組み合わせかもしれません。

首都ジャカルタは世界に名高い渋

滞の街。ラッシュ時のクルマは亀の

歩みで、雨季には道路がブクブクと

冠水します。そんなさまをオフィス

の窓から呆然と眺める傍らで、おも

むろにスマホを取り出しパシャリ、

どこかに写真をアップする同僚 B。

その熟練の手さばきに無駄ナシ。ジ

ャカルタのツイート数は世界一とい

うデータもあるほどで、人々は不便

さを嘆く一方、時間や距離の壁を埋

めるかのようにつながりを求めます。

不便は発明の母とは良くいうもので、

最近では粗悪な交通状況を逆手に取

日
本
新
聞
協
会
は
２
０
１
５
年
11
月

19
日
、
日
本
ア
ド
バ
タ
イ
ザ
ー
ズ
協
会

と
共
催
で
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
で
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
た
。
広
告
主
、
広
告
会

社
、
新
聞
社
な
ど
か
ら
３
７
０
人
が
参

加
し
、
新
聞
社
の
総
合
力
を
生
か
し
た

広
告
展
開
が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
多
メ

デ
ィ
ア
時
代
に
お
け
る
新
聞
・
新
聞
広

告
の
可
能
性
を
探
っ
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
08
年
か
ら
毎
年
実
施

し
、
広
告
主
、
広
告
会
社
、
新
聞
社
が

一
堂
に
会
し
て
新
聞
広
告
の
将
来
を
考

え
る
機
会
と
し
て
い
る
。
メ
ー
ン
の
事

例
紹
介
で
は
、
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ

５
件
の
事
例
に
つ
い
て
、
各
担
当
者
が

企
画
意
図
や
反
響
を
報
告
し
、
新
聞
広

告
の
効
果
的
な
活
用
法
を
示
し
た
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
和
田
昌
久
氏
は

「
地
域
創
生
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
同
社

の
広
告
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
紹
介

し
た
。
都
道
府
県
ご
と
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
切
り
替
え
た
新
聞
広
告
「
食
器
洗
い

乾
燥
機
／
食
洗
機
普
及
率
ラ
ン
キ
ン

グ
」
は
、
消
費
者
か
ら
大
き
な
反
響
が

あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
伊
藤
忠
商

事
の
栗
原
章
氏
は
、
シ
リ
ー
ズ
広
告

「
ひ
と
り
の
商
人
、無
数
の
使
命
」を
通

じ
て
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

社
内
外
に
浸
透
し
た
こ
と
を
説
明
し
た
。

注
目
を
集
め
た
大
型
広
告
の
事
例
と

し
て
、
電
通
の
蔵
本
憲
昭
氏
と
藤
岡
哲

氏
が
、
テ
ィ
・
ジ
ョ
イ
（
映
画
『
幕
が

上
が
る
』
製
作
委
員
会
）
の
パ
ノ
ラ
マ

広
告
「
映
画
『
幕
が
上
が
る
』
史
上
最

大
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
大
作
戦
」
に
つ

い
て
、
Ｇ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
．の
内
山
光
司
氏

が
実
物
大
の
車
が
体
感
で
き
る
ア
ウ
デ

ィ
ジ
ャ
パ
ン
の
「A

udi Show
room

 
H
om
e D
elivery

」
に
つ
い
て
、
紹

介
し
た
。
両
事
例
と
も
、
特
大
紙
面
を

用
い
て
話
題
性
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を

展
開
し
た
こ
と
に
よ
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

情
報
が
拡
散
し
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

成
果
が
挙
が
っ
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。

新
聞
社
か
ら
は
、
佐
賀
新
聞
社
創
刊

１
３
０
周
年
記
念
企
画
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
〜
未
来
へ
の
挑
戦
〜
」
に

つ
い
て
、
同
社
の
水
町
研
一
氏
が
報
告

し
た
。
新
聞
社
の
総
合
力
を
生
か
し
、

有
田
焼
と
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｓ
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー

と
い
う
異
業
種
間
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
実
現
。
有
田
焼
に
新
た
な
価
値
を

付
加
す
る
こ
と
で
、
地
域
産
業
の
活
性

化
に
結
び
つ
い
た
点
を
強
調
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
新
聞
社
の
多
角
的
な
機

能
と
先
進
的
な
取
り
組
み
の
例
と
し
て

朝
日
新
聞
社
・
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
「
Ａ

－ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
」
の
紹
介
、
新

聞
広
告
の
共
通
調
査
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
「
Ｊ

－

Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
」
の
活
用

事
例
の
報
告
、
電
通
・
髙
崎
卓
馬
氏
に

よ
る
講
演
が
あ
っ
た
。

新
聞
広
告
は
世
代
を
超
え
て

親
し
い
人
と
情
報
を
共
有
で
き
る

◉
株
式
会
社
小
学
館

小
学
館
の
宣
伝
は
、
コ
ミ
ッ
ク
・
書
籍
・
雑
誌
・
ネ

ッ
ト
に
分
か
れ
て
お
り
、
計
23
人
の
精
鋭
（
！
）
で
、

小
学
館
全
出
版
物
の
宣
伝
活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
。

先
日
、
第
35
回
新
聞
広
告
賞
を
『
小
学
一
年
生
』
90

周
年
記
念
の
広
告
で
い
た
だ
く
光
栄
に
預
か
り
ま
し
た
。

同
誌
創
刊
号
の
読
者
で
あ
っ
た
小
木
曽
智
恵
さ
ん
か
ら
、

２
０
１
５
年
に
新
一
年
生
に
な
っ
た
知
也
さ
ん
ま
で
、

曾
祖
母
・
祖
父
・
母
・
ご
本
人
の
四
代
に
渡
っ
て
、『
小

学
一
年
生
』
を
読
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
の
御
一
家
が
メ

ー
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
全
15
段
広
告
で
し
た
。

創
業
者
で
も
あ
り
、『
小
学
一
年
生
』
を
最
初
に
創

っ
た
相
賀
武
夫
か
ら
始
ま
り
、
相
賀
徹
夫
、
現
社
長
の

相
賀
昌
宏
、
そ
し
て
学
習
雑
誌
担
当
役
員
で
も
あ
る
相

賀
信
宏
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
作
っ
た
『
小
学
一
年
生
』

を
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
で
、
ち
ゃ
ん
と
受
け
と
め
て
い
た

だ
き
、
か
つ
読
み
継
い
で
い
た
だ
い
た
御
一
家
が
現
実

に
存
在
し
た
…
…
。
メ
デ
ィ
ア
を
創
る
人
間
に
と
っ
て
、

そ
う
い
う
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
、
喜
び
以
外

の
何
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
新
聞
紙
面
い
っ
ぱ
い
に
、

こ
の
御
一
家
の
写
真
を
配
し
た
の
は
、そ
ん
な
私
た
ち
の

感
謝
の
気
持
ち
の
表
れ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
改
め
て
痛
感
し
た
の
は
、
や
は
り
メ
デ
ィ
ア

と
家
族
の
つ
な
が
り
で
す
。

と
い
う
の
も
、
あ
の
広
告
を
掲
載
後
、
ご
覧
に
な
っ

た
方
々
が
一
様
に
「
あ
の
御
家
族
、
と
て
も
幸
せ
そ
う

な
お
顔
を
さ
れ
て
い
ま
す
ね
」、
ま
た
「
あ
の
広
告
を

ウ
チ
も
親
子
で
拝
見
し
ま
し
た
」「
ウ
チ
の
一
家
も
、

雑
誌
や
新
聞
は
ず
っ
と
同
じ
も
の
を
読
ん
で
ま
す
」
と

い
う
よ
う
な
お
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
か
ら
で
す
。

「
自
分
が
楽
し
い
と
思
っ
た
メ
デ
ィ
ア
を
家
族
に
も

読
ん
で
も
ら
う
」「
一
つ
の
メ
デ
ィ
ア
を
家
族
が
一
緒

に
見
る
」…
…
。

当
た
り
前
と
い
え
ば
当
た
り
前
な
の
で
す
が
、
紙
媒

体
は
ス
マ
ホ
の
よ
う
に
ワ
ン
・
ト
ゥ
・
ワ
ン
だ
け
の
メ

デ
ィ
ア
で
は
な
く
、
親
し
い
人
間
と
情
報
を
（
あ
る
時

は
世
代
さ
え
超
え
て
）
共
有
で
き
る
も
の
な
ん
で
す
ね
。

だ
か
ら
こ
そ
、読
み
手
同
士
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

自
然
に
生
ま
れ
る
よ
う
な
広
告
…
…
そ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
に
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
気
を
配
り
な
が
ら
、
新
聞

広
告
は
作
っ
て
い
く
べ
き
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
局
雑
誌
宣
伝
課
副
部
長　

松
元
浩
一
）

新聞広告月間動向は「新聞広告データアーカイブ」でご覧下さい☛http://www.pressnet.or.jp/adarc/data/doukou/index.html

よく晴れた日のジャカルタのオフィス街

った「ゴジェック」

という二輪配車サ

ービスが人気です。渋滞をスルスル

と抜けるバイクタクシーの強みに加

え、荷物配送や買い物代行までして

くれるのが売りどころ。専用アプリ

も配布し、スマホの普及と都市部の

慢性渋滞をガソリンに急成長中です。

数か月前にはゴジェックのジャン

パーを着た美人ドライバーと思わし

き写真がフェイスブックで拡散。大

いに話題になり、SNSが一役買い

ました。（後に彼女の本職ではなく、

シャレで撮られた1枚と判明）。

ノロノロとしか進まぬクルマとは

対照的に、面白いもの、便利なもの

が広まるスピードはすこぶる速いイ

ンドネシア。スマホや SNS文化の

浸透とともに、大らかで時間に寛容

と言われる国民性とも異なる、また

別の一面が見えてくるようです。

（電通メディアグループ・

インドネシア　坪井完氏）

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
広

告
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
変
化
す
る
も
の
、

変
化
し
な
い
も
の
は
何
か
、
新
聞
広
告

が
目
指
す
べ
き
方
向
性
は
ど
こ
か
、
一

人
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
考
え
て
い
る
こ

と
を
話
し
た
い
。

広
告
を
作
る
上
で
重
要
な
の
は
、
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
感
動
を
生
み
出
す
こ
と
だ
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
メ
デ
ィ
ア
が
変
わ
っ

て
も
、
人
は
変
わ
ら
な
い
。
変
化
が
激

し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
変
化
し
な
い

も
の
を
見
て
い
た
方
が
間
違
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
広
告
で
成
果
を
挙
げ
る

た
め
に
は
、
最
新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

駆
使
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
人
の
心
の

振
り
子
を
動
か
し
感
動
を
生
み
出
す
こ

と
が
鍵
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な

の
は
「
驚
き
」
だ
。
笑
う
、
泣
く
と
い

っ
た
感
情
が
表
れ
る
前
に
、
人
は
必
ず

驚
い
て
い
る
。
表
面
的
な
工
夫
だ
け
で

な
く
、
本
質
的
に
面
白
い
も
の
を
作
る

こ
と
が
不
可
欠
だ
。

最
近
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
、
メ
デ
ィ
ア

プ
ラ
ン
を
含
ん
だ
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
プ

ラ
ン
で
な
け
れ
ば
、
広
告
が
機
能
し
な

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
メ
デ
ィ

ア
環
境
が
変
わ
る
中
、
ク
リ
エ
ー
タ
ー

は
今
、
人
が
そ
の
メ
デ
ィ
ア
と
ど
の
よ

う
に
接
点
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
に
使
え

ば
有
効
な
の
か
を
、
自
分
の
言
葉
で
語

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。

新
聞
に
関
し
て
言
え
ば
、
新
聞
と
人

と
の
接
点
を
作
る
入
り
口
は
記
者
が
作

り
出
す
コ
ン
テ
ン
ツ
に
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
結
果
的
に
人
が
動
く
の
が
広

告
の
成
果
で
あ
り
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う

な
方
法
で
あ
っ
て
も
関
係
な
い
と
い
う

時
代
だ
。
紙
面
と
い
う
枠
組
み
に
と
ら

わ
れ
ず
、
記
者
、
読
者
と
の
関
係
、
販

売
店
な
ど
、
新
聞
社
が
持
っ
て
い
る
ノ

ウ
ハ
ウ
や
ス
キ
ル
を
使
い
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
課
題
解
決
に
つ
な
げ
て
い
く
と

新
し
い
可
能
性
が
開
く
の
で
は
な
い
か
。

新
聞
は
読
者
が
高
年
齢
化
し
て
い
る
が
、

そ
れ
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
の
で
は

な
く
、
読
者
の
輪
郭
が
よ
り
明
確
に
な

っ
て
い
る
と
考
え
た
方
が
よ
い
。
シ
ニ

ア
層
の
ニ
ー
ズ
を
発
掘
し
て
、
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
に
直
接
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

今
あ
る
世
界
を
少
し
で
も
良
く
す
る

た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
、世
界
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
こ
の
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
は
ど
う
す
る
べ
き
か
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。そ
れ
を
広
告
と
い
う
形
に
変
え
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
提
案
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、広
告
の
未
来
は
明
る
い
と
思
う
。

「
広
告
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
の
未
来
」

電
通
Ｃ
Ｄ
Ｃ　

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・

ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

Ｃ
Ｍ
プ
ラ
ン
ナ
ー

髙
崎
卓
馬
氏

講演要旨 2
0
1
5
年
度
日
本
ア
ド
バ
タ
イ
ザ
ー
ズ
協
会
と
の
共
催
セ
ミ
ナ
ー
か
ら

テ
ー
マ「
新
聞
広
告
の
多
様
な
力
〜
そ
の
可
能
性
を
探
る
〜
」
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クリエーターの眼

水
口
克
夫

（
み
ず
ぐ
ち
・
か
つ
お
）

新
聞
が
い
ま
お
も
し
ろ
い
。

な
ん
て
書
く
と
、
な
に
を
前
時
代
の

話
を
し
て
い
る
ん
だ
と
、
バ
カ
に
さ
れ

る
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
ま
じ
め
に
そ
う

思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

思
想
・
言
論
を
操
る
勢
い
で
メ
デ
ィ

ア
の
中
心
に
居
座
り
つ
づ
け
た
時
代
か

ら
、
各
企
業
が
き
ら
び
や
か
な
自
己
主

張
を
す
る
た
め
に
新
聞
広
告
を
活
用
し

て
き
た
時
代
を
経
て
、
い
ま
や
、
デ
ジ

タ
ル
化
。
若
者
は
ス
マ
ホ
し
か
見
な
い
。

紙
媒
体
は
も
う
死
ぬ
し
か
な
い
の
か

…
…
。
新
聞
社
の
み
な
さ
ん
、
か
な
り

危
機
意
識
を
お
持
ち
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
お
も
し
ろ
い
と
言
え

る
の
で
す
。
こ
の
冊
子
の
前
号
で
も
紹

介
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
青
森
・
八
戸

に
本
社
を
持
つ
デ
ー
リ
ー
東
北
の
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
話
が
来
た
の
は
、
２
０

１
４
年
の
暮
れ
で
し
た
。
70
周
年
を
迎

え
る
15
年
秋
を
機
に
、
地
方
紙
の
あ
り

方
を
模
索
し
、
紙
面
改
革
を
し
た
い
と

い
う
。
実
は
、
八
戸
を
中
心
と
し
た
北

奥
羽
は
、
漁
業
や
畜
産
、
加
工
品
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
業
な
ど
が
盛
ん
で
北
東
北

の
経
済
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
じ
ゃ
、

経
済
面
を
増
や
し
て
い
け
ば
い
い
か
と

い
う
と
そ
う
は
い
か
な
い
。

と
い
う
の
も
、
日
々
記
事
を
書
き
、

翌
日
の
新
聞
発
行
に
追
い
ま
く
ら
れ
て

い
る
記
者
の
方
々

に
と
っ
て
（
し
か

も
少
数
精
鋭
の
地

方
紙
！
）、
新
た

な
紙
面
を
つ
く
り

あ
げ
て
い
く
た
め

の
時
間
を
割
く
の

は
並
大
抵
の
こ
と

で
は
な
い
。
広
告

づ
く
り
で
も
そ
う

な
ん
で
す
が
、
一

気
に
い
ろ
ん
な
こ

と
を
変
え
よ
う
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を

言
お
う
と
す
る
と
、
大
抵
ぼ
や
け
た
も

の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
全
体
を
変
え
る

の
が
難
し
け
れ
ば
、
い
ち
ば
ん
特
徴
的

な
と
こ
ろ
を
攻
め
る
の
が
王
道
。

そ
こ
で
、ま
ず
は
経
済
に
特
化
し
た
新

し
い
紙
面
を
４
面
だ
け
つ
く
る
こ
と
に
。

発
行
は
毎
月
第
１
月
曜
日
。
テ
ー
マ
も

デ
ザ
イ
ン
も
小
難
し
い
の
は
や
め
て
、小

学
校
高
学
年
の
子
ど
も
た
ち
に
も
興
味

を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
も
の
。
そ

う
や
っ
て
、さ
ら
に
試
行
錯
誤
し
て
生
ま

れ
た
の
が
「E

conom
ic M

onday

」。

１
回
目
の
テ
ー
マ
は
「
サ
バ
」。
市

民
の
食
卓
に
も
上
が
る
こ
と
の
多
い
こ

の
食
材
が
、
実
は
世
界
経
済
と
関
係
し

て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
グ
ラ
フ
ィ

カ
ル
な
紙
面
で
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の

新
聞
の
お
悩
み
は
、

ぜ
ひ
ホ
ッ
チ
キ
ス
ま
で
！

内
容
は
、
15
年
12
月
10
日
に
発
売
さ
れ

た
拙
著
『
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

「
型
」。』
で
も
書
い
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
是
非
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
（
ち
ゃ
っ
か
り
、宣
伝
で
す
）。と

に
か
く
、各
方
面
か
ら
「
新
聞
を（
新
聞

広
告
を
）
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
」

と
い
う
相
談
が
届
い
て
い
ま
す
。
議
論

は
始
め
て
も
、じ
ゃ
、ど
ん
な
カ
タ
チ
に

す
れ
ば
い
い
ん
だ
と
い
う
具
体
策
が
み

え
な
い
。
そ
ん
な
時
に
こ
そ
、
ア
ー
ト

デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
病
状
の
重
い
新
聞
と

い
う
メ
デ
ィ
ア
に
こ
そ
、
ア
ー
ト
デ
ィ

レ
ク
シ
ョ
ン
が
効
果
を
発
揮
す
る
は
ず
。

「
新
聞
が
お
も
し
ろ
い
」
と
前
述
し

た
意
味
が
伝
わ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

株式会社Hotchkiss代表／アートディレクター
1986年電通入社、2003年シンガタ設立に参加、
12年Hotchkiss設立。
おもな仕事にサントリー響／「若冲」篇、サントリー
ビール／ザ・モルツ、JR東日本／北陸新幹線開業、
森アーツセンター／岸本斉史NARUTO展などがある。
15年 5月、金沢にギャラリーと本屋を融合させた、
Books under Hotchkissをオープン。

デーリー東北「Economic Monday」
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